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多重債務　～あなたは大丈夫ですか？～

多重債務
22％

訪問販売
19％

架空請求
8％

携帯の有料
サービス 8％

SF商法
3％

通信販売
3％

電話勧誘
販売 3％

マルチ商法
3％

利殖商法
3％

送りつけ
商法 1％

特定継続的
役務提供 1％

その他
26％

平成21年度　消費生活相談状況

26件31件

23件

10件9件4件
4件

4件

4件
3件

1件1件
合計120件

　日置市には、消費生活に関する相談が多
く寄せられています。平成 ２１ 年度に寄せら
れた相談件数は １２０ 件で、前年度 １４６ 件と
比較して、減少しているものの、依然とし
て悪質で巧妙な手口による訪問販売や架空
請求などの相談は後を絶ちません。
　相談内訳は、多重債務に関する相談が ２６
件と最も多く、次いで訪問販売に関する相
談が ２３ 件、架空請求に関する相談が １０ 件
となっています。
　今回は、相談の多い多重債務について紹
介します。

　クレジットや消費者ローンの返済のために家計が成り立たなく

なったり、返済が滞ったりしていませんか？

　このような状態に陥ってしまっていたら、できるだけ早く家計の

見直しや、負債の整理をして生活の立て直しを図らなくてはなりま

せん。

　借金の返済に充てるために、ほかの金融業者から借り入れる行為

を繰り返し、多重債務に陥ると、個人の知恵や努力だけでの解決は

きわめて困難になります。

多重債務に陥らないために・・・
①�　生活設計を立てましょう。日々の暮らしに必要なお金や教育費、老後資金などについて考
えておきましょう。
②　金利、手数料、毎回の支払日や支払額、支払総額を必ず確認しましょう。
③　返済できる計画が立たない場合は、お金を借りないようにしましょう。
④�　親しい友人や家族から借金の保証人を頼まれても、安易に保証人を引き受けるのはやめま
しょう。
⑤　限度額までだから大丈夫と、安易にカードで借入をしないようにしましょう。
⑥　どんなに困ったときでもヤミ金業者からは絶対に借りないようにしましょう。

一人で悩まないで相談しましょう一人で悩まないで相談しましょう
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借り過ぎ・貸し過ぎを防ぐため、ここが変わります。
◎　借入総額が「年収の３分の１」を超える場合、新規の借り入れができなくなります。
　　※�貸金業者からの借り入れに限ります。すでに借りている分については、契約書のと

おり返済すれば問題ありません。なお、銀行、信用金庫、信用組合、労働金庫など
からの借り入れについては、この制限はありません。

◎�　借り入れの際、基本的に年収を証明する書類が必要となります。年収を証明する書類
がないと、借りられなくなることがあります。
　　※�専業主婦 (主夫 ) の方は、少なくとも、配偶者の年収を証明する書類、配偶者の同

意書などが必要です。個別のお取引については、お取引先の貸金業者にお問い合わ
せください。

多重債務の解決方法
①　任意整理
　　�　裁判所を利用しないで、弁護士や司法書士に依頼して、当事者間での話し合いにより

和解を目指す方法。利息の再計算により、借金の残高を減らすことなどを交渉する。
②　特定調停
　　�　裁判所の調停によって債務を整理する方法。裁判所の調停委員が債権者と債務者の間

に入り、借金の額などについて合意を促す。
③　個人再生
　　�　借金の一部を３年間程度で支払うことを条件に、残りの借金を免除してもらう方法。

返済計画を裁判所に認めてもらう必要がある。
④　自己破産
　　�　裁判所の決定により、財産を債権者に分配したうえで、残った借金を免除してもらう。

自己破産をしても日常生活への影響はさほど大きくありません。

～利用者の皆さんが安心して借りられるように、新しいルールが６月 １８ 日からスタートしました～
貸金業法が大きく変わります

【消費生活相談窓口】
本 庁 商 工 観 光 課　２７３-２１１１　東市来支所地域振興課　２７４-２１１１
日吉支所地域振興課　２９２-２１１１　吹上支所地域振興課　２９６-２１１１
※　本庁商工観光課では土・日・祝日を除き、消費生活相談員が対応します。

どんなに多額の借金であっても、解決する方
法は必ずみつかります。一人で悩まず弁護士
や司法書士、市消費生活相談窓口などに相談
しましょう。
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65 歳以上の方（第１号被保険者）の保険料

保険料の納め方

　保険料は、本人の所得金額や世帯員の住民税課税状況により６段階に区分され、個人ごとに賦課さ
れます。
　平成 ２２ 年度の介護保険料額決定通知書は、８月に送付されます。

○　年金の定期支払い（年６回）の際に、介護保険料があらかじめ差し引かれます。
○�　老齢基礎年金・厚生年金などの老齢（退職）　年金のほか、遺族年金・障害年金も特別徴収の対
象となります。

○　保険料の年額を６回（期）に分けて納めます。
○�　市から送付されてくる納付書や口座振替で、期日までに金融機関などを通じて保険料を納めてく
ださい。

第１号、第２号被保険者ともに、保険料を納めないでいると、滞納期間に応じての次のような措置
がとられます。
○�１年以上…費用の全額をいったん利用者が負担し、申
請によりあとで保険給付分（９割）が支払われます。
○�１年６か月以上…保険給付の一部または全部が一時的
に差し止めとなります。
○�２年以上…利用者負担が１割から３割に引き上げられ
たり、高額介護サービス費が受けられなくなります。

※　年金が年額 １８ 万円以上でも一時的に納付書で納めることがあります（普通徴収になります）。
○　年度途中で ６５ 歳（第１号被保険者）になった場合
○　他の市区町村から転入した場合
○　年度途中で老齢（退職）年金、遺族年金、障害年金の受給が始まった場合
○　申告のやり直しなどで、保険料の所得段階が変更になった場合
○　年金が一時差し止めになった場合　　　

平成 ２１ 年度から平成 ２３ 年度まで
所得段階 対　　象　　者 保険料の調整率 保険料月額 保険料年額

第１段階 生活保護受給者または老齢福祉年金受給者で、世帯全員が住民
税非課税の方 基準額×0.50 月額1,990円 23,880円

第２段階 世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金収
入額が80万円以下の方 基準額×0.50 月額1,990円 23,880円

第３段階 世帯全員が住民税非課税で、前年の合計所得金額＋課税年金収
入額が80万円を超える方 基準額×0.75 月額2,985円 35,820円

第４段階 世帯内には住民税課税の人がいるが、本人は住民税非課税の方 基準額 月額3,980円 47,７60円

第５段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が200万円未満の方 基準額×1.25 月額4,975円 59,700円

第６段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が200万円以上の方 基準額×1.50 月額5,970円 71,640円

特別徴収 年金が年額 １８ 万円以上の方 ➡ 原則年金から差し引き

普通徴収 年金が年額 １８ 万円未満の方 ➡ 納付書・口座振替

【お問い合わせ先】　　日置市介護保険課　℡ ０９９-２７２-０５０５

区　　　分 仮　　徴　　収 本　　徴　　収
年金支給月 ４月 ６月 ８月 １０月 １２月 ２月

内　　　容

　年間保険料額は、８月に決定しますの
で、４・６・８月は、確定した保険料で
の徴収ができないため、暫定保険料での
徴収となります。通常は、前年度の２月
と同額になります。

　10・12・２月は、決定した年間保険料
額から、すでに納めている仮徴収分を除
いた額を３回に分けて徴収します。

1割負担が・・　　　��3割負担に�！

保険料を納めないでいると

介 護 保 険 料 に つ い て

介護保険のお知らせ
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　左の票は、生活機能をチェックするものです。健康
チェック票で「生活機能の低下があり」と判定された
人には、さまざまな教室を案内いたします。
＊にこにこ栄養クラブ
　　低栄養を予防するための食事を学ぶ教室
＊歯つらつクラブ
　　お口の体操や手入れ方法を学ぶ教室
＊いつまでも元気教室・すってんころばん教室
　　�体力や筋力をつける体操や転ばない体つくりを学

ぶ教室　など
　　�「もう年だから…」とあきらめるのではなく、何

歳 になっても自分らしく生活していけるように、
元気 なうちから介護予防に取り組みましょう！

　虐待に気づいた人は、市町村へ通報する義務が法律によって定められています。
通報の秘密は守られますので、虐待が疑われる場合でも、まずはご相談ください。

日置市地域包括支援センター
〒 ８９９-２５９２　日置市伊集院町郡 １ 丁目 １００ 番地　　℡　099-２７３-２１１１（ 内線　１１８２～１１８４）

高齢者の方

地域や介護事業所の方

介護している方

虐待を受けてい
るのだけど…

虐待かもしれない…と思ったら！

介護や認知症で困っ
ているのだけど…ご相談

ください！！

このごろ、けがや、
あざが多いわね！

最近姿を見ないな

No. 質問項目
回　答

（いずれかに○を
お付け下さい）

1 バスや電車で 1 人で外出していますか 0. はい 1. いいえ

2 日用品の買物をしていますか 0. はい 1. いいえ

3 預貯金の出し入れをしていますか 0. はい 1. いいえ

4 友人の家を訪ねていますか 0. はい 1. いいえ

5 家族や友人の相談にのっていますか 0. はい 1. いいえ

6 階段を手すりや壁をつたわらずに昇っていますか 0. はい 1. いいえ

7 椅子に座った状態から何もつかまらずに立ち上がっていますか 0. はい 1. いいえ

8 15 分位続けて歩いていますか 0. はい 1. いいえ

9 この 1 年間に転んだことがありますか 1. はい 0. いいえ

10 転倒に対する不安は大きいですか 1. はい 0. いいえ

11 6 ヵ月間で 2 ～ 3kg 以上の体重減少がありましたか 1. はい 0. いいえ

12 身長　　　　　　　ｃｍ　　体重　　　　　　　ｋｇ

13 半年前に比べて固いものが食べにくくなりましたか 1. はい 0. いいえ

14 お茶や汁物等でむせることがありますか 1. はい 0. いいえ

15 口の渇きが気になりますか 1. はい 0. いいえ

16 週に 1 回以上は外出していますか 0. はい 1. いいえ

17 昨年と比べて外出の回数が減っていますか 1. はい 0. いいえ

18 周りの人から「いつも同じ事を聞く」などの物忘れがあると言
われますか 1. はい 0. いいえ

19 自分で電話番号を調べて、電話をかけることをしていますか 0. はい 1. いいえ

20 今日が何月何日かわからない時がありますか 1. はい 0. いいえ

21 （ここ 2 週間） 毎日の生活に充実感がない 1. はい 0. いいえ

22 （ここ 2 週間） これまで楽しんでやれていたことが楽しめなく
なった 1. はい 0. いいえ

23 （ここ 2 週間） 以前は楽にできていたことが今ではおっくうに感
じられる 1. はい 0. いいえ

24 （ここ 2 週間） 自分が役に立つ人間だと思えない 1. はい 0. いいえ

25 （ここ 2 週間） わけもなく疲れたような感じがする 1. はい 0. いいえ

健康チェック票

元気で長生きを
目指して ！！

教　室　紹　介

すってんころばん教室いつまでも元気教室歯つらつクラブ

にこにこ栄養クラブ

いつまでも元気でいるために
～介護予防に取り組みましょう～

市 役 所
または

地域包括　　
支援センター

に

高齢者虐待防止のために
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★
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導

　

平
成
２０
年
度
か
ら
、
生
活
習
慣
病

予
防
の
た
め
の
特
定
健
診
・
特
定
保

健
指
導
が
始
ま
り
、
今
年
で
３
年
目

と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
健
診
は
、
将
来
の
脳
卒
中
や

心
臓
病
、
糖
尿
病
な
ど
の
発
症
を
予

防
す
る
た
め
に
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）

に
着
目
し
、
肥
満
を
伴
う
高
血
圧
症

や
、
高
脂
質
症
な
ど
を
早
期
発
見
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
に
起
因
す
る
医
療
費

減
少
の
た
め
、
医
療
保
険
者
に
実
施

の
義
務
付
け
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
町
村
が
運
営
し
て
い
る
国
民
健

康
保
険
（
以
下
、
国
保
）
で
は
、
実

施
か
ら
５
年
目
（
平
成
24
年
度
）
に

実
施
率
の
目
標
達
成
が
義
務
づ
け
ら

れ
、
そ
の
達
成
状
況
に
応
じ
て
、
財

政
的
な
加
算
や
減
算
が
行
わ
れ
ま

す
。

　

そ
こ
で
市
町
村
は
、
ペ
ナ
ル
テ
ィ

を
課
せ
ら
れ
な
い
よ
う
に
各
年
度
で

目
標
を
掲
げ
、
達
成
す
る
よ
う
に
努

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

（
表
１
参
照
）

★
国
保
医
療
費
の
現
状

　

日
置
市
は
、
医
療
費
の
給
付
実
績

が
給
付
基
準
よ
り
も
高
い
こ
と
か

ら
、
国
か
ら
高
医
療
費
市
町
村
の
指

定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

平
成
２０
年
度
国
保
被
保
険
者
一
人

当
た
り
の
医
療
費
で
み
る
と
、
鹿
児

島
県
平
均
の
三
十
二
万
三
千
三
百
円

に
比
べ
、
日
置
市
は
三
十
八
万
六
千

五
百
円
と
一
・
二
倍
医
療
費
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。（
表
２
参
照
）

　

日
置
市
国
保
事
業
運
営
の
安
定
化

の
た
め
に
、
医
療
給
付
費
の
適
正
化

を
図
ら
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

全
国
、
鹿
児
島
県
、
日
置
市
の
医

療
費
の
推
移
は
、
グ
ラ
フ
（
図
１
）

の
と
お
り
で
す
。

★
健
診
の
体
系

　

市
で
は
、
特
定
健
診
と
が
ん
検
診

を
組
み
合
わ
せ
た
「
総
合
健
診
」
の

集
団
健
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
特

定
健
診
の
実
施
率
と
は
、
４０
歳
か
ら

７４
歳
の
国
保
被
保
険
者
の
実
施
状
況

を
指
し
ま
す
。

　

が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
胃
が
ん

や
、
大
腸
が
ん
、
腹
部
超
音
波
検
診

な
ど
で
、
４０
歳
以
上
の
市
民
が
対
象

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

実
施
時
期
は
、
伊
集
院
地
域
が
６

月
、
東
市
来
地
域
・
日
吉
地
域
が
８

月
、
吹
上
地
域
が
９
月
と
な
っ
て
い

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
４
月
に

配
布
し
て
い
る
各
種
健
診
等
年
間
予

定
表
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

都
合
が
悪
く
お
住
ま
い
の
地
域
で

の
受
診
が
で
き
な
い
と
き
は
、
ほ
か

の
地
域
で
も
受
診
で
き
ま
す
。

　

ま
た
特
定
健
診
に
つ
い
て
は
、
医

療
機
関
で
の
個
別
健
診
も
実
施
し
て

い
ま
す
の
で
、
市
役
所
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

★
特
定
健
康
診
査
へ
の
取
り
組
み

　

市
で
は
こ
の
実
施
率
を
達
成
す
る

た
め
に
、
次
の
こ
と
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

①　

�

自
治
会
を
通
じ
て
、
健
診
等
意

向
調
書
の
１００
％
回
収

②　

�

各
地
域
で
、
健
診
開
始
前
の
保

健
推
進
員
に
よ
る
受
診
勧
奨

③　

土
日
健
診
の
実
施

④　

個
別
健
診
の
実
施

⑤　

地
域
と
の
連
携

⑥　

�

治
療
中
の
方
へ
の
情
報
提
供
依

頼

⑦　

３０
歳
代
の
健
診
の
実
施

⑧　

広
報
に
よ
る
周
知
徹
底

表１　日置市の特定健康診査、特定保健指導の目標値

区　　分 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

特定健康診査の
実施率 20% 35% 45% 55% 65%

特定保健指導の
実施率 20% 25% 35% 40% 45%

メタボリックシ
ンドロームの該
当者・予備軍の
減少率

－ － － － 10%
減少

毎年１回は、
健康づくり
のために、
健診を受け
ましょう！

「元気な市民づくり運動」
イメージキャラクター　梅太郎

表２�　平成２０年度　県内で１人当たりの医療費の高い自治体

順
位 保険者名 医療費 平成19年

度順位 備考

１ いちき串木野市 427,021円 6 指定市町村

２ 南さつま市 410,098円 2 指定市町村

３ 三島村 387,569円 41

４ 日置市 386,537円 4 指定市町村

５ さつま町 384,593円 3 指定市町村

６ 枕崎市 384,291円 11 指定市町村

７ 伊佐市 382,489円 －
※鹿児島県　国保医療費の現状などから抜粋

図１　国保１人当たりの医療費の推移
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※旧制度の国保老人を除く

日置市
鹿児島県
全国

受
け
て
い
ま
す
か
？
「
特
定
健
康
診
査
」
～
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
～
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★
平
成
２１
年
度
の
受
診
率

　

平
成
２０
年
度
の
日
置
市
の
特
定
健

診
の
受
診
率
は
、
１１
・
４
％
で
県
下

最
下
位
で
し
た
。

　

平
成
２１
年
度
は
、
地
域
で
の
保
健

推
進
員
の
活
動
や
、
医
療
機
関
の
協

力
に
よ
り
、受
診
率
が
２１
・
１
％
（
前

年
比
９
・
７
％
増
）
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
区
別
の
受
診
率
に
つ
い
て
も
掲

載
し
ま
し
た
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い

（
図
２
参
照
）。

★�

一
人
ひ
と
り
の
健
康
づ
く
り
の
た

め
に

　

平
成
２２
年
度
の
特
定
健
診
の
目
標

受
診
率
は
４５
％
で
す
。

　

こ
の
目
標
値
や
、
す
べ
て
の
市
民

が
「
生
涯
現
役
で
豊
か
な
人
生
を
過

ご
す
」
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
た

め
に
は
市
民
、
地
域
、
行
政
、
関
係

機
関
が
一
体
と
な
っ
て
健
康
づ
く
り

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
、
一
人
一

人
が
考
え
、年
１
回
は
特
定
健
診
や
、

が
ん
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

制
度
や
手
続
き
な
ど
ご
不
明
な
点

は
、
お
気
軽
に
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
国
保
事
業
の
運
営
に
つ
い

て
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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日置地区
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扇尾地区

日吉地域小計
 伊作地区

花田地区
野首地区
藤元地区

平鹿倉地区
和田地区
吹上地区
永吉地区
坊野地区

吹上地域小計
0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

平成21年度 平成20年度

図２　特定健診地区公民館別受診率
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医療機関・薬局の受診などにあたってのお願い
　現在、休日や夜間において、軽症患者の救急医療への受診が増加し、緊急性の高い重症
患者の治療に支障をきたすケースが発生しています。
　そのことが病院勤務医の負担が過重となる原因の一つにもなっています。また休日、夜
間は医療機関に支払われる医療費も高く設定されており、窓口負担も高くなります。
　必要な人が、安心して医療が受けられるようにするとともに、保険税や皆さんが窓口負
担をしていただく医療費を有効活用するため、次のことをお願いいたします。
　・�休日や夜間に受診しようとする際は、平日の時間内に受診することができないか、も

う一度考えてみましょう。
　・�かかりつけの医師を持ち、気になることがあったらまずは、かかりつけの医師に相談

しましょう。
　・同じ病気で、複数の医療機関を受診することは控えましょう。
　・薬が余っているときは、医師や薬剤師に相談しましょう。
　・ジェネリック医薬品（後発医薬品）を活用しましょう。
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合
併
前
の
四
町
の
自
治
会
数
は
、

東
市
来
５3
、
伊
集
院
７０
、
日
吉
７７
、

吹
上
７４
。
そ
れ
が
こ
の
五
年
間
で
９６

カ
所
、
お
よ
そ
３５
％
減
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
取
り
組
み
は
、
自
治

会
員
の
意
識
を
少
し
ず
つ
高
め
な
が

ら
、
時
間
を
か
け
て
統
合
し
て
い
っ

た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す（
図
１
）。

　
「
合
併
で
き
る
体
力
の
あ
る
う
ち

に
」。
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会
で
、
地

縁
に
よ
る
自
治
組
織
を
守
る
た
め

に
、
前
向
き
に
統
合
さ
れ
た
結
果
で

す
。

　

市
で
は
平
成
２１
年
度
末
ま
で
に

統
合
し
た
自
治
会
に
対
し
、
五
年

間
、
自
治
会
統
合
交
付
金
な
ど
で

そ
の
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
ま

す
。今
年
度
は
３1
自
治
会
に
対
し
一
、

三
五
〇
万
円
を
支
出
し
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
は
、
地
縁
に
よ
り
そ
の
場

所
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
住
民
が
、

自
治
会
内
の
課
題
を
解
決
し
、
快
適

で
住
み
よ
く
し
よ
う
と
作
ら
れ
た
自

治
組
織
で
す
。

　

そ
の
活
動
は
、親
睦
（
し
ん
ぼ
く
）

や
連
帯
の
ほ
か
、
防
災
や
排
水
路
の

清
掃
、
ご
み
収
集
所
の
管
理
な
ど
、

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担
っ
て
い
る
側
面

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
上
流
域
の
自
治

会
が
行
う
河
川
管
理
は
、
中
・
下
流

域
の
水
田
や
環
境
に
も
影
響
す
る
と

い
わ
れ
、
そ
の
活
動
が
広
域
的
に
か

か
わ
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

自
治
会
が
自
治
を
継
続
で
き
る
こ

と
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
直
結
す

る
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。

　

自
治
会
活
動
を
維
持
す
る
に
は
、

自
治
会
内
の
住
民
全
員
の
協
力
が
必

要
で
す
。
が
、
住
民
の
価
値
感
の
多

様
化
や
近
隣
関
係
の
希
薄
化
な
ど
が

あ
っ
て
、
自
治
活
動
に
関
心
を
示
さ

な
い
世
帯
の
増
加
が
、
自
治
会
長
や

役
員
の
悩
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

鹿
児
島
県
全
体
の
自
治
会
加
入
率

は
約
７５
㌫
（
平
成
１９
年
度
）。
こ
れ

に
対
し
日
置
市
で
は
、
若
干
未
加
入

が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て

は
約
９５
㌫
（
平
成
２０
年
度
）
と
な
っ

て
い
ま
す
（
図
２
）。
一
部
集
合
住

宅
な
ど
を
抱
え
る
地
域
で
は
、
県
平

均
ほ
ど
の
加
入
率
の
自
治
会
も
あ
り

ま
す
が
、
未
加
入
者
の
い
な
い
自
治

会
も
７９
カ
所
あ
り
ま
す
。

　

未
加
入
者
の
い
る
自
治
会
で
は
、

少
し
で
も
加
入
へ
の
理
解
と
自
治
会

活
動
へ
の
協
力
を
得
よ
う
と
、
自
治

会
行
事
な
ど
の
機
会
を
と
ら
え
て
、

世
帯
訪
問
や
参
加
要
請
を
し
て
い
ま

す
。
ま
た
負
担
の
少
な
い
準
会
員
制

度
を
設
け
た
り
、
集
合
住
宅
の
管
理

者
に
加
入
を
呼
び
掛
け
て
も
ら
う
な

ど
、
全
員
加
入
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

わ
が
国
で
地
縁
組
織
に
よ
る
支
援

が
見
直
さ
れ
た
の
は
阪
神
淡
路
大
震

災
以
降
。
い
ざ
と
い
う
時
、
支
え
に

な
る
の
は
近
隣
の
人
た
ち
で
す
。
自

治
会
の
意
義
を
も
う
一
度
、
考
え
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

　

　

６
月
号
の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

⑬⑬

　

日
置
市
の
誕
生
当
初
、
市
内
に
は
自
治
会
が
二
七
四
カ
所

あ
り
ま
し
た
。
五
年
を
経
た
現
在
、そ
の
数
は
一
七
八
カ
所
。

歴
史
あ
る
地
縁
組
織
の
統
合
に
苦
悩
し
な
が
ら
も
、
地
域
の

将
来
を
見
す
え
て
自
治
会
統
合
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
自
治
会
で
は
未
加
入
者
が
微
増
し
て
お
り
、
自

治
活
動
へ
の
支
障
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
治
会
活
動
に
理
解
と
関
心
を

自治会による
自治と共生 ･ 協働

共
生
・
協
働
の
根
幹
を
な
す
自
治
会

日置市自治会長連絡協議会
役　職 氏　　名 地域
会　長 濵﨑　滿洋 東市来

副会長
田中　輝雄 伊集院
山口　義光 日　吉
榊　　秀德 吹　上

監　事 久留　俊夫 東市来
手塚　英司 日　吉

100％

99％

98％

97％

96％

95％

94％

93％

0％

地域別自治会加入率等比較
未加入 加入

東市来 伊集院 日吉 吹上 市全体

5.2％

94.8％

5.2％

3.2％

96.8％

3.0％

97.0％

4.6％

95.4％94.8％

（図２）

平成20年度　地区振興計画書より
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平成 ２２ 年度市民税・県民税改正内容について
　平成 ２１ 年度の税制改正により、以下の内容が主に改正、追加されました。いずれも平成 ２２ 年度分
の市民税・県民税から対象となります。

住宅借入金等特別税額控除の創設

○　平成 ２１ 年１月１日から平成 ２５ 年 １２ 月 ３１ 日までに新築または増改築して入居した方

○　以下のいずれか小さい額が翌年度の市民税・県民税の所得割額から控除されます。
　１　所得税の住宅ローン特別控除可能額のうち、所得税から控除しきれなかった額
　２　所得税の課税総所得金額等の額に、５％を乗じて得た額（最高 ９７,５００ 円）

○　１０ 年間（所得税の住宅ローン特別控除の適用を受けている期間）

○　１年目は、税務署で所得税の住宅ローン特別控除の確定申告を行ってください。
○　�２年目以降は、給与所得のみで年末調整で住宅ローン控除の申告が済んでいる方の場合で、勤務

先から給与支払報告書が提出されていれば、手続や申告の必要はありません。
　　�ただし、年末調整が済んでいない方や、給与所得以外の所得がある方などについては、税務署で

確定申告を行ってください。
　※�税源移譲に伴う住宅借入金等特別控除（平成 １１ 年から平成 １８ 年までに入居した方）も引き続き

実施いたします。手続きの方法は上記と同様で、給与所得のみで年末調整で住宅ローンの申告を
している方は、市役所での申告が不要となりました。ただし、年末調整が済んでいない方や、給
与所得以外の所得がある方などについては、税務署で確定申告を行う必要がありますのでご注意
ください。

　このほか、金融・証券税制の改正についてと、土地等の長期譲渡所得に係る特別控除の創設につい
ては、市ホームページをご覧いただくか、税務課市民税係または各支所地域振興課までお問い合わせ
ください。

対 象 と な る 方

控 除 額

控 除 期 間

手 続 き の 方 法 な ど

【お問い合わせ先】
　本　　　庁  税 務 課 市 民 税 係 ℡ ２７３-２１１１（内線 １１１３）　日吉支所　地域振興課市民税係 ℡ ２９２-２１１１（内線 ３１１３）

　東市来支所  地域振興課市民税係 ℡ ２７４-２１１１（内線 ２１１４）　吹上支所　地域振興課市民税係 ℡ ２９６-２１１１（内線 ４１１４）

（年末調整を行う源泉徴収義務者）

②給与支払報告書を提出
（控除を受ける方）

（市区町村）

（所管の税務署）

①確定申告で住宅ローン
　減税制度の適用を申告

②確定申告書等（住民税用）
　を回付

③給与支払報告書・確定申告書等から内容を確認し、
　翌年度の個人住民税において、住宅ローン控除を適用する。

①年末調整で住宅ローン
　減税制度の適用を申告
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日
吉
地
域
の
吉
利
小
学
校
と
日
新

小
学
校
で
、
自
然
に
親
し
み
農
業
の

大
変
さ
を
学
ぼ
う
と
、
田
植
え
体
験

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

吉
利
小
で
は
六
月
二
十
二
日
、
学

校
近
く
の
田
ん
ぼ
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

児
童
ら
は
地
元
の
自
営
者
ク
ラ
ブ

か
ら
説
明
を
受
け
た
後
、
横
一
列
に

並
び
泥
の
上
に
引
か
れ
た
線
に
沿
っ

て
苗
を
植
え
付
け
ま
し
た
。

　

一
方
、
日
新
小
で
は
二
十
四
日
に

行
わ
れ
、
地
域
の
米
作
り
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
学
校

所
有
の
田
ん
ぼ
に
植
え
ま
し
た
。

　

一
年
生
は
田
植
え
初
体
験
と
あ
っ

て
、苗
を
植
え
た
手
で
汗
を
ぬ
ぐ
い
、

顔
を
泥
だ
ら
け
に
す
る
児
童
や
、
ぬ

か
る
み
で
動
け
な
く
な
る
児
童
も
い

て
水
田
に
歓
声
が
響
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
豊
作
を
祈
り
な

が
ら
、
田
ん
ぼ
一
面
に
稲
穂
が
揺
れ

る
秋
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

高
山
地
区
尾
木
場
め
だ
か
の
里

（
東
市
来
）
で
六
月
二
十
日
、
米
作

り
体
験
が
行
わ
れ
、
市
内
外
か
ら
八

組
三
十
八
人
（
大
人
二
十
二
人
、
子

ど
も
十
六
人
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
田
植
え
や
稲
刈
り
、
収
穫

な
ど
の
作
業
を
通
し
て
米
作
り
を
体

験
し
て
も
ら
う
も
の
。

　

こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
と
な

り
ま
し
た
が
、
参
加
者
は
地
元
農
家

の
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
丁
寧
に

苗
を
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

約
一
時
間
の
田
植
え
を
終
え
た
子

ど
も
た
ち
は
「
雨
が
降
っ
て
い
て
た

い
へ
ん
だ
っ
た
け
ど
、
稲
が
大
き
く

な
る
の
が
楽
し
み
」
と
満
足
げ
。
そ

の
後
、
公
民
館
へ
移
動
し
、
地
元
で

採
れ
た
野
菜
た
っ
ぷ
り
の
豚
汁
と
棚

田
米
、漬
物
な
ど
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　

食
事
中
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
尾
木

場
地
区
で
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ

れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
説
明
を
聞
い

て
い
ま
し
た
。

　

次
回
の
米
作
り
体
験
は
、
十
月
の

稲
刈
り
と
な
り
ま
す
。

　

土
橋
小
学
校
（
伊
集
院
）
五
年
生

と
六
年
生
の
児
童
二
十
人
が
五
月

二
十
六
日
「
お
茶
」
に
つ
い
て
学
習

し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
日
本
茶
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
亀
田
恭
子
さ
ん
が
ク
イ
ズ

を
通
し
、
お
茶
の
成
分
や
お
茶
の
種

類
な
ど
を
説
明
し
た
後
、
今
年
採
れ

た
新
茶
を
入
れ
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
は
「
い
い
に
お
い
が
す

る
」「
ち
ょ
っ
と
苦
い
」
な
ど
と
話

し
な
が
ら
、
七
十
度
の
お
湯
で
入
れ

る
と
甘
さ
が
引
き
立
つ
こ
と
や
、
茶

の
葉
を
量
っ
て
急
須
に
入
れ
る
、
最

後
の
一
滴
ま
で
残
さ
ず
に
注
ぐ
こ
と

な
ど
、
本
格
的
な
お
茶
の
入
れ
方
を

学
び
ま
し
た
。

　

柳
野
季る

花か

さ
ん
（
五
年
）
は
「
家

に
帰
っ
た
ら
習
っ
た
こ
と
を
思
い
出

し
て
、
お
茶
を
入
れ
て
家
族
と
飲
み

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

秋
に
は
、
鶴
丸
小
（
東
市
来
）
と

飯
牟
礼
小
（
伊
集
院
）、吉
利
小
（
日

吉
）
で
も
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

昔
な
が
ら
の
手
植
え
に
顔　

泥
だ
ら
け

親
子
で
協
力
、
手
植
え
体
験
に
充
実
感

目
指
せ　

茶
入
れ
名
人

吉
利
小
学
校
・
日
新
小
学
校
で
田
植
え
体
験

尾
木
場
め
だ
か
の
里
米
作
り
体
験

お
茶
に
つ
い
て
学
習

▲６年生に教わりながら丁寧に植え付け（日新小）

▲おいしいお米ができるといいな（吉利小）

▲田植えの後は、おいしい食事に舌鼓 ▲お父さんが子どもたちへ手ほどき
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吹
上
地
域
の
各
小
学
校
で
田
植
え

体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

永
吉
小
の
一
年
生
か
ら
四
年
生

二
十
六
人
と
花
田
小
の
全
校
児
童

三
十
人
は
六
月
二
十
四
日
、
合
同
で

山や
ま
ん
か
ん
神
の
郷さ

と

公
園
近
く
の
田
ん
ぼ
で
体

験
。
永
吉
ふ
れ
あ
い
会
員
の
指
導
を

受
け
な
が
ら
植
え
付
け
ま
し
た
。

　

同
会
は
「
ほ
と
ん
ど
の
児
童
が
昨
年

も
経
験
し
て
い
る
だ
け
あ
っ
て
上
手
」

と
児
童
と
の
交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

和
田
小
で
も
同
日
、
全
校
児
童

二
十
二
人
が
保
護
者
と
一
緒
に
田
植

え
を
行
い
、
慣
れ
な
い
手
つ
き
な
が

ら
も
丁
寧
に
稲
を
植
え
ま
し
た
。

　

伊
作
小
で
は
同
月
二
十
五
日
、一
、

二
年
生
が
今
田
水
田
保
全
協
議
会
員

の
手
ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
田
植
え

に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
あ
い
に
く
の
雨
と
な

り
、
か
っ
ぱ
を
忘
れ
た
二
年
生
は
見

学
。
一
年
生
だ
け
の
挑
戦
と
な
り
ま

し
た
。

　

慣
れ
な
い
泥
に
悪
戦
苦
闘
。
な
か

に
は
田
ん
ぼ
に
入
っ
て
す
ぐ
尻
も
ち

を
つ
い
た
り
、
持
っ
て
い
た
苗
を
全

部
そ
の
ま
ま
植
え
た
り
と
、
泥
だ
ら

け
に
な
り
な
が
ら
も
一
生
懸
命
に
植

え
て
い
ま
し
た
。

　
「
さ
す
が
に
一
年
生
に
は
難
し

か
っ
た
か
」と
同
会
会
員
も
苦
笑
い
。

し
か
し
最
後
に
は
「
よ
か
経
験
が
で

き
た
が
」
と
、
ず
ぶ
ぬ
れ
で
帰
っ
て

い
く
児
童
の
列
を
笑
顔
で
見
送
り
ま

し
た
。

　

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

に
よ
る
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
ラ
イ
ブ
が

五
月
十
五
日
、
妙
円
寺
地
域
交
流
セ

ン
タ
ー(

伊
集
院)

で
開
か
れ
、
親
子

連
れ
ら
約
三
十
人
が
楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
妙
円
寺
八
区
お
楽
し
み

会
の
中
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
こ
の

日
は
「
お
お
き
な
か
ぶ
」
を
披
露
。

ピ
ア
ノ
や
チ
ェ
ロ
、
フ
ル
ー
ト
の
奏

で
る
音
楽
に
合
わ
せ
、
大
き
な
紙
に

即
興
で
絵
を
描
き
あ
げ
ま
し
た
。

　

登
場
人
物
の
声
に
イ
ン
ト
ネ
ー

シ
ョ
ン
を
つ
け
、
間
を
取
り
な
が
ら

丁
寧
に
表
現
す
る
と
、
子
ど
も
た
ち

は
目
を
輝
か
せ
な
が
ら
「
絵
が
き
れ

い
」「
音
楽
に
び
っ
く
り
し
た
」
と

大
喜
び
。
ま
た
出
来
上
が
っ
て
い
く

絵
に
合
わ
せ
て
、
英
語
で
読
み
聞
か

せ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
グ
ル
ー
プ
の
有
川
ゆ
か
り
さ
ん

は
「
こ
れ
か
ら
も
ラ
イ
ブ
の
楽
し
さ

と
会
話
の
美
し
さ
や
、
音
楽
の
芸
術

性
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　

伊
作
（
い
ざ
く
）
和
紙
す
き
体
験

講
座
が
五
月
十
五
日
は
吹
上
中
央
公

民
館
で
、
十
六
日
に
は
市
中
央
公
民

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
本
年
度
日
本
財
団
の
助

成
を
受
け
て
ス
タ
ー
ト
し
た
「
よ
み

が
え
れ
伊
作
和
紙
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
一
環
と
し
て
、
鹿
児
島
市
と
日
吉

町
吉
利
で
和
紙
工
房
を
開
く
種
子
田

幸
廣
さ
ん
が
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

参
加
者
は
「
厚
さ
を
同
じ
に
す
る

の
が
難
し
か
っ
た
。
出
来
上
が
り
が

楽
し
み
」
な
ど
と
話
し
、
大
人
も
子

ど
も
も
思
い
思
い
の
和
紙
す
き
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
七
月
に
は
日
吉
町
の
工
房

で
、
ハ
ガ
キ
作
り
講
座
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

種
子
田
さ
ん
は
「
自
分
で
作
っ
た

ハ
ガ
キ
を
、
暑
中
見
舞
い
や
年
賀
状

と
し
て
、
親
や
祖
父
母
に
送
っ
て
ほ

し
い
。
そ
し
て
ハ
ガ
キ
を
も
ら
っ
た

人
が
応
募
す
る
ハ
ガ
キ
自
慢
コ
ン
テ

ス
ト
を
開
催
し
た
い
」。
ま
た
「
地

元
の
人
に
も
っ
と
『
伊
作
和
紙
』
を

知
っ
て
も
ら
い
、
地
域
活
性
化
に
つ

な
が
れ
ば
う
れ
し
い
」
と
笑
顔
で
話

し
ま
し
た
。

泥
の
感
触
を
楽
し
み
な
が
ら
手
植
え

音
楽
と
お
話
の
コ
ラ
ボ
に
笑
顔

伝
統
の
和
紙
作
り
を
体
験

吹
上
地
域
各
小
学
校
田
植
え
体
験

ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
＆
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
＆
ピ
ア
ノ
ラ
イ
ブ

「
よ
み
が
え
れ
伊
作
和
紙
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

▲丁寧に苗を植える児童（和田小） ▲なれない泥に悪戦苦闘の１年生（伊作小）

▲永吉・花田小合同で田植えに挑戦
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子
ど
も
た
ち
が
家
庭
を
離
れ
、
宿

泊
生
活
を
し
な
が
ら
通
学
す
る
「
通

学
合
宿
学
寮
事
業
」が
東
市
来
地
域
、

伊
集
院
地
域
、
吹
上
地
域
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

東
市
来
地
域
は
、
東
市
来
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
六
月
二
日
か

ら
五
日
ま
で
行
わ
れ
、
小
学
生
三
十

人
が
参
加
、
国
際
交
流
員
の
李
濬
京

（
リ
・
ジ
ュ
ン
ギ
ョ
ン
）
さ
ん
と
交

流
を
図
っ
た
り
、勾
玉
（
ま
が
た
ま
）

作
り
や
陶
芸
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

三
日
目
に
書
い
た
家
族
へ
の
手
紙

は
、
退
寮
式
に
保
護
者
へ
手
渡
し
、

大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

伊
集
院
地
域
は
、
五
月
十
六
日
か

ら
二
十
一
日
ま
で
伊
集
院
健
康
づ
く

り
複
合
施
設
「
ゆ
す
い
ん
」
を
拠
点

に
、
小
学
五
年
生
か
ら
中
学
一
年
生

ま
で
の
三
十
六
人
が
参
加
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

夕
食
は
、
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も

包
丁
を
手
に
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
ニ
ン

ジ
ン
を
刻
み
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や
サ
ラ

ダ
を
作
り
ま
し
た
。

　

ま
た
婦
人
会
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
で
の
交
流
や
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
の
英
語

を
使
っ
た
ゲ
ー
ム
な
ど
楽
し
く
体
験

し
ま
し
た
。

　

吹
上
地
域
は
、
五
月
二
十
六
日
か

ら
二
十
九
日
ま
で
小
学
生
十
一
人
が

参
加
し
、
県
立
南
薩
少
年
自
然
の
家

を
拠
点
に
行
わ
れ
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

ロ
ケ
ッ
ト
作
り
や
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
の
英
語

を
使
っ
た
交
流
な
ど
を
体
験
し
ま
し

た
。

　

最
終
日
は
、
食
生
活
改
善
推
進
員

に
手
伝
っ
て
も
ら
い
食
材
の
買
い
物

を
し
た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
班
ご
と
に

分
か
れ
昼
食
を
作
り
ま
し
た
。

　

各
地
域
と
も
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
は
「
み
ん
な
で
協
力
し
合
っ
て
楽

し
か
っ
た
」「
自
分
で
食
事
を
作
っ

た
り
洗
濯
を
し
た
り
し
て
、
家
族
の

苦
労
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
は
、

も
っ
と
手
伝
い
を
し
た
い
」
な
ど
と

話
し
、
仲
間
と
集
団
生
活
の
中
で
互

い
の
き
ず
な
を
深
め
、
多
く
の
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。

　

日
吉
地
域
の
学
寮
は
十
月
に
実
施

す
る
予
定
で
す
。

　

フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
中
村
朋

美
さ
ん
を
講
師
に
し
た
ア
ナ
ウ
ン
ス

講
習
会
が
五
月
二
十
九
日
、
中
央
公

民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
習
会
に
は
、
小
学
五
年
生
か

ら
高
校
生
ま
で
の
二
十
八
人
が
参

加
。
基
本
の
発
声
練
習
や
、
原
稿

を
読
む
前
の
注
意
点
な
ど
多
く
の

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

中
村
さ
ん
の
経
験
に
基
づ
く
具

体
的
で
実
践
的
な
講
義
や
、
演
習

に
ふ
れ
た
参
加
者
は
「
ア
ナ
ウ
ン

ス
の
基
礎
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

言
葉
を
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を

あ
ら
た
め
て
考
え
る
良
い
機
会
と

な
っ
た
」
と
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
理
解
を

深
め
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　

日
置
地
区
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
防

犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会
が
五
月

十
五
日
、
日
吉
総
合
体
育
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
に
は
学
校
関
係
者
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
員
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

約
八
十
人
が
参
加
。
県
教
育
庁
保
健

体
育
課
の
玉
泉
眞
二
さ
ん
か
ら
「
子

ど
も
た
ち
の
登
下
校
時
に
不
審
者
の

声
か
け
事
案
が
多
発
し
て
い
る
」
と

話
が
あ
り
、
見
守
り
活
動
の
ポ
イ
ン

ト
や
通
学
路
の
安
全
点
検
な
ど
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
綜
合
警
備
保
障
㈱
に
よ

る
実
技
指
導
が
行
わ
れ
、
実
際
に
不

審
者
と
遭
遇
し
た
場
合
の
対
処
方
法

を
学
び
ま
し
た
。

合
宿
し
な
が
ら
通
学
、
自
立
心
養
う

気
分
は
す
っ
か
り
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

地
域
社
会
全
体
で
子
ど
も
を
見
守
ろ
う

３
地
域
（
東
市
来
・
伊
集
院
・
吹
上
）
で
学
寮
実
施

日
置
地
区
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
・
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
会

アナウンス

講習会

▲一生懸命、勾玉（まがたま）制作に励む児童（東市来）

▲婦人会とグラウンドゴルフで楽しく交流（伊集院地域）

▲遠くへ飛ぶかな？ペットボトルロケット（吹上地域）
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清
藤
工
業
団
地
（
伊
集
院
）
に
、

し
ま
う
ま
プ
リ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
㈱

（
永
用
万
人
社
長
）
の
進
出
が
決
ま

り
五
月
二
十
四
日
、
市
役
所
で
立
地

協
定
の
た
め
の
調
印
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

同
社
は
、ダ
ブ
ル
ビ
ジ
ョ
ン
㈱（
東

京
都
）
の
プ
リ
ン
ト
事
業
の
分
野
を

ネ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
の
専
門
業
者
と
し

て
今
年
五
月
に
分
社
。
デ
ジ
タ
ル
カ

メ
ラ
で
撮
っ
た
写
真
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
受
注
か
ら
発
送
ま
で

自
社
で
一
貫
し
て
行
い
、
国
内
全
域

　

日
置
市
異
業
種
交
流
懇
話
会
総
会

が
六
月
十
一
日
、
十
七
企
業
の
会
員

を
は
じ
め
行
政
関
係
者
な
ど
三
十
五

人
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
懇
話
会
は
平
成
十
七
年
に
設
立

さ
れ
、
異
業
種
間
の
交
流
に
よ
り
市

全
体
の
発
展
に
つ
な
が
る
よ
う
積
極

的
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
セ
ミ
コ

ン
ダ
ク
タ
オ
プ
ト
デ
バ
イ
ス
㈱
と
㈱
て

ま
ひ
ま
堂
、
富
士
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
の

三
社
が
新
た
に
会
員
と
な
り
二
十
五

社
の
会
員
企
業
と
な
り
ま
し
た
。

清
藤
工
業
団
地
に
工
場
進
出

異
業
種
間
交
流
で
地
域
産
業
の
活
性
化
を
図
る

消
防
操
作
き
び
き
び

し
ま
う
ま
プ
リ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
㈱
立
地
協
定
式

日
置
市
異
業
種
交
流
懇
話
会
総
会

消
防
操
法
大
会

を
対
象
に
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
工
場
建
設
は
、
独
自
に
開

発
し
た
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
に
よ
り
需
要

が
拡
大
し
、
現
工
場
が
手
狭
に
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
約
二
六
〇
〇
平
方
㍍

の
敷
地
内
に
、
第
一
期
工
事
と
し
て

約
六
六
〇
平
方
㍍
の
工
場
を
建
設
す

る
も
の
で
、
今
年
十
月
の
操
業
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
地
域
雇
用
の
拡
充

や
、
経
済
の
活
性
化
に
大
き
な
期
待

が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

総
会
で
は
、
同
会
会
員
企
業
に
よ

る
吹
上
高
校
訪
問
や
、
さ
つ
ま
町
も

の
づ
く
り
企
業
振
興
会
と
の
交
流
な

ど
昨
年
度
の
事
業
と
決
算
を
報
告
。

今
年
度
は
、
新
た
に
先
進
地
市
町
と

の
交
流
会
や
企
業
訪
問
、
高
等
学
校

と
の
意
見
交
換
な
ど
の
事
業
計
画
と

予
算
が
提
案
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
大
阪
府
の
ブ
レ
ー
ン
パ
ワ
ー

㈱
の
加
藤
ま
き
子
取
締
役
会
長
を
講

師
と
し
て
招
き
「
自
己
の
能
力
内
で

や
る
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

団
員
ら
は
「
操
作
始
め
」
の
合
図

と
と
も
に
ス
タ
ー
ト
。
き
び
き
び
と

し
た
動
作
で
ポ
ン
プ
車
の
操
法
や
、

二
十
㍍
の
ホ
ー
ス
を
三
本
つ
な
い
で

放
水
姿
勢
を
取
る
ま
で
の
時
間
、
正

確
さ
な
ど
を
競
い
、
大
き
な
声
を
掛

け
合
い
な
が
ら
真
剣
な
表
情
で
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�

（
敬
称
略
）

小
型
ポ
ン
プ
の
部

　

伊
集
院
地
域

　
　

一
位　

第
五
分
団

　
　

二
位　

第
二
分
団

　

日
吉
地
域

　
　

一
位　

南
分
団
北
区
部

　
　

二
位　

東
分
団
笠
ヶ
野
部

　

吹
上
地
域

　
　

一
位　

永
吉
分
団
坊
野
部

　
　

二
位　

永
吉
分
団
浜
田
部

ポ
ン
プ
車
の
部

　

伊
集
院
地
域

　
　

一
位　

中
央
分
団
町
部

　
　

二
位　

中
央
分
団
妙
円
寺
部

　

日
吉
地
域

　
　

一
位　

南
分
団
南
区
部

　
　

二
位　

東
分
団
住
吉
部

　

吹
上
地
域

　
　

一
位　

中
央
分
団
吹
上
部

　
　

二
位　

和
田
分
団
和
田
部

　

消
防
技
術
の
向
上
と
消
防
団
員
の

意
識
高
揚
を
目
的
に
五
月
か
ら
六
月

に
か
け
て
市
内
各
地
域
（
伊
集
院
、

日
吉
、
吹
上
）
で
消
防
操
法
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
（
東
市
来
地
域
は
、

昨
年
十
一
月
に
開
催
）。

　

大
会
は
、
ポ
ン
プ
車
と
小
型
ポ
ン

プ
の
二
部
門
で
行
わ
れ
、
日
ご
ろ
の

訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
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吹
上
町
漁
業
協
同
組
合
の
直
売
所

が
六
月
六
日
、
同
漁
協
市
場
の
隣
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
㈶
魚
価
安
定
基
金
協
会

の
産
地
販
売
活
動
活
性
化
事
業
を
活

用
し
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
ま

で
の
施
設
に
比
べ
約
四
倍
の
広
さ

（
約
四
〇
平
方
㍍
）
に
な
り
ま
し
た
。

　

直
売
所
で
は
、
同
漁
協
で
水
揚
げ

さ
れ
た
新
鮮
な
魚
類
は
も
ち
ろ
ん
、

地
域
の
方
が
近
く
の
畑
で
育
て
た
野

菜
も
提
供
。
こ
れ
ま
で
以
上
に
地
域

と
の
交
流
を
広
げ
、
新
た
な
観
光
拠

点
と
し
て
地
産
地
消
へ
の
効
果
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
夏
に
向
け
て
、
観
光
客

で
に
ぎ
わ
う
季
節
。
新
し
く
な
っ
た

直
売
所
で
吹
上
の
海
の
幸
を
Ｐ
Ｒ

し
、
地
域
漁
業
の
活
性
化
に
つ
な
が

れ
ば
と
住
民
も
期
待
を
寄
せ
て
い
ま

す
。

　

吹
上
地
域
の
正
円
の
池
の
ホ
テ
イ

ア
オ
イ
が
、
今
年
も
涼
し
げ
な
薄
紫

色
の
花
を
咲
か
せ
訪
れ
た
人
の
目
を

楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

ホ
テ
イ
ア
オ
イ
は
、
南
ア
メ
リ
カ

原
産
の
ミ
ズ
ア
オ
イ
科
の
水
生
多
年

草
で
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
と

も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
浮
草
の
た
め
風
に
流
さ
れ
、

湖
面
は
絶
え
ず
そ
の
風
景
を
変
え
て

い
き
ま
す
。

　

今
年
は
、
梅
雨
に
入
り
雨
が
降
り

始
め
る
と
一
斉
に
咲
き
始
め
、
見
る

見
る
う
ち
に
湖
面
を
彩
っ
て
い
き
ま

し
た
。

　

特
に
雨
の
降
る
日
は
、
梅
雨
空
に

淡
い
紫
色
の
花
と
緑
色
の
葉
の
コ
ン

ト
ラ
ス
ト
が
映
え
て
、
風
情
あ
る
景

色
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。

　

九
月
に
も
、
そ
の
涼
し
げ
な
花
を

咲
か
せ
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　

開
館
か
ら
八
年
目
を
迎
え
る
都
市

農
村
交
流
施
設
「
チ
ェ
ス
ト
館
」（
伊

集
院
）
の
来
館
者
が
五
月
十
五
日
、

三
百
万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。

　

三
百
万
人
目
と
な
っ
た
の
は
、
月

に
五
、六
回
ほ
ど
訪
れ
る
と
い
う
鹿

児
島
市
の
山
根
正
城
さ
ん
。
宮
路
市

長
ら
と
記
念
の
く
す
玉
を
割
っ
た

後
、
特
産
の
イ
チ
ゴ
や
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
同
月
二
十
二
日
に
は
八
周
年

大
感
謝
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
新
鮮
な
地
元
産
野
菜

や
果
物
が
特
価
販
売
と
あ
っ
て
店
内

は
大
に
ぎ
わ
い
。
屋
外
ス
テ
ー
ジ
で

は
五
ツ
太
鼓
や
、松
元
祐
樹
さ
ん（
伊

集
院
町
清
藤
出
身
）
の
歌
謡
シ
ョ
ー

な
ど
も
あ
り
、
大
盛
況
の
一
日
と
な

り
ま
し
た
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
の
無
事
故
を
祈
っ
て

吹
上
浜
キ
ャ
ン
プ
村
の
安
全
祈
願
祭

が
七
月
九
日
、
市
や
観
光
協
会
ら
関

係
者
が
出
席
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
二
十
四
年
に
開
村
し
、
古
く

か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る
吹
上
浜
キ
ャ

ン
プ
村
は
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
や
台
座
付

テ
ン
ト
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
お
り
、

本
格
的
な
ア
ウ
ト
ド
ア
が
体
験
で
き

る
県
内
で
も
老
舗
的
な
存
在
で
す
。

　

開
村
期
間
は
七
月
十
日
か
ら
八
月

三
十
一
日
ま
で
。
皆
さ
ん
も
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

来
館
者
３
０
０
万
人
を
突
破
！

自
然
の
中
で
夏
を
楽
し
ん
で

薄
紫
色
の
花
、
涼
し
げ
に

新
鮮
な
海
の
幸
い
か
が

伊
集
院
都
市
農
村
交
流
施
設
「
チ
ェ
ス
ト
館
」

吹
上
浜
キ
ャ
ン
プ
村
開
村
式

正し
ょ
う
え
ん
の
い
け

円
の
池
ホ
テ
イ
ア
オ
イ

吹
上
漁
協
直
売
所
オ
ー
プ
ン
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元
プ
ロ
野
球
選
手
で
、
野
球
評
論

家
の
村
田
兆
治
さ
ん
に
よ
る
野
球
教

室
が
五
月
二
十
二
日
、
チ
ェ
ス
ト
小

鶴
ド
ー
ム
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
同
ド
ー
ム
の
命
名

権
（
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
）
を
獲
得

し
た
小
正
醸
造
㈱
が
企
画
し
た
も
の

で
、
市
内
中
学
校
の
野
球
部
員
約
百

人
が
参
加
。
元
プ
ロ
野
球
選
手
か
ら

野
球
の
基
本
や
心
構
え
な
ど
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。

　

村
田
さ
ん
は
現
役
時
代
「
マ
サ
カ

リ
投
法
」
と
呼
ば
れ
る
独
特
の
投
球

フ
ォ
ー
ム
で
通
算
二
一
五
勝
を
挙

げ
、
野
球
殿
堂
入
り
し
た
名
投
手
。

　

教
室
は
、
元
ロ
ッ
テ
の
主
力
打
者

と
し
て
活
躍
さ
れ
た
横
田
真
之
さ
ん

（
日
置
市
在
住
）
と
と
も
に
、
ス
ト

レ
ッ
チ
や
走
塁
、キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
、

バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
身
ぶ

り
手
ぶ
り
を
交
え
て
熱
心
に
指
導
。

子
ど
も
た
ち
も
真
剣
な
表
情
で
練
習

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

村
田
さ
ん
の
熱
血
指
導
を
受
け
た

小
園
翔
吾
君
（
日
吉
中
三
年
）
は
、

「
ボ
ー
ル
の
握
り
方
や
内
野
守
備
の

仕
方
な
ど
初
め
て
知
る
こ
と
が
あ
っ

た
の
で
試
合
に
生
か
し
た
い
」
と
話

し
、
あ
ら
た
め
て
野
球
の
楽
し
さ
を

感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

日
置
地
区
公
民
館
主
催
の
「
子
ど

も
せ
っ
ぺ
と
べ　

ど
ろ
ん
こ
大
会
」

が
五
月
二
十
九
日
、
日
置
八
幡
神
社

近
く
の
御
神
田
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
地
域
内
の
小
学
生
に
参
加

を
呼
び
か
け
、
三
十
四
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

最
初
は
恐
る
恐
る
だ
っ
た
子
ど
も

た
ち
は
、
一
度
入
る
と
す
ぐ
に
慣
れ

「
キ
ャ
ー
キ
ャ
ー
」
と
全
身
泥
だ
ら

け
に
な
り
な
が
ら
大
は
し
ゃ
ぎ
。
田

ん
ぼ
の
中
で
か
け
っ
こ
や
、
ド
ッ
ジ

ボ
ー
ル
を
夢
中
に
な
っ
て
楽
し
み
ま

し
た
。

　

最
後
は
、
今
年
中
止
と
な
っ
た

「
せ
っ
ぺ
と
べ
」を
体
験
。「
チ
ョ
シ
、

チ
ョ
シ
」
と
大
人
た
ち
の
分
ま
で
精

い
っ
ぱ
い
跳
び
は
ね
、
た
っ
ぷ
り
水

を
張
っ
た
田
ん
ぼ
に
子
ど
も
た
ち
の

歓
声
が
響
き
ま
し
た
。

　

毘
沙
門
地
す
べ
り
資
料
館
の
有
効

利
用
を
図
ろ
う
と
、
今
年
五
月
に
日

吉
の
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
「
日
吉

ふ
る
さ
と
館　

毘
沙
門
」
で
「
映
画

看
板
の
絵
」
を
一
堂
に
集
め
た
展
示

会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

展
示
会
は
、
六
月
八
日
か
ら

二
十
七
日
ま
で
の
予
定
で
し
た
が
、

大
好
評
に
よ
り
七
月
末
ま
で
延
長
。

作
品
は
、
肖
像
画
家
で
も
あ
る
玉
利

正
館
長
が
、
五
十
年
前
に
映
画
館
で

宣
伝
用
と
し
て
描
い
て
い
た
時
代
劇

の
看
板
で
、
地
元
特
産
品
に
交
じ
り

往
年
の
映
画
ス
タ
ー
が
ず
ら
り
と
並

び
、
訪
れ
た
人
は
懐
か
し
そ
う
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

同
館
で
は
、
地
元
の
特
産
品
や
工

芸
品
な
ど
の
販
売
の
ほ
か
に
、
毎
週

土
・
日
に
は
う
ど
ん
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
、
毎
月
第
一
日
曜
日
に
は
「
軽
ト

ラ
市
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
企
画
も

盛
り
だ
く
さ
ん
。
新
し
い
観
光
拠
点

と
し
て
利
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

懐
か
し
い
映
画
ス
タ
ー
が
ず
ら
り

泥
に
ま
み
れ
て
歓
声

プ
ロ
野
球
Ｏ
Ｂ
か
ら
熱
血
指
導

日
吉
ふ
る
さ
と
館　

毘
沙
門

子
ど
も
せ
っ
ぺ
と
べ　

ど
ろ
ん
こ
大
会

村
田
兆
治
（
元
ロ
ッ
テ
投
手
）
野
球
教
室
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元気な市民づくり運動
イメージキャラクター

梅太郎

51

みんなでひろげよう！　「元気な市民づくり運動」

メタボでよかった?!　みんなでスッキリ!!
目標に向かって励んでます!!

・医師講話で「てげてげも大事」と聞き、無理なく続けられた。
・負担に感じずに楽しく減量できた。
・毎日の生活の中で意識するようになった。
・�以前はカロリーを気にせず食べていたが、今は気にするよう
になった。
・�毎日、体重を量るのが日課になり、記録を付けることで頑張
れた。

　「平成 ２１ 年度特定健康診査」の結果、いわゆる‘メタボリックシンドローム’（予備群含む）に該当すると判定された方々
を対象に、H２２ 年１月から６月までの６カ月間支援教室を実施しました。支援教室の名前は「スッキリ教室」。専門スタッ
フの助言のもと、生活習慣の見直しをきっかけに、体だけでなく心も ' スッキリ ' してもらいたい、との思いからネーミ
ングしました。それぞれ生活習慣の改善ポイントに気付き、多くの参加者が ' スッキリ ' 効果を得られました！

「こころの健康づくり」を推進中！～あなたのこころを守りたい～
　「体がだるい」「肩こりや腰痛が続いている」　そんな体の症状の中には、単に体の不具合だけでなく、
こころが休息を求めているシグナルである場合もあります。特に「不眠」の症状が続く場合には、病
院を受診し処方をうけることも有効です。
　こころが疲れていることに、自分では気付きにくいもの。家族や職場、ご近所同士でも「こころの
健康づくり」に目を向けてみませんか？

特定健康診査を活用し、自分や家族の生活習慣を見直すきっかけをつくってみませんか？
心も体もスッキリ！を目指す皆さんを応援します。平成 ２２ 年度は、伊集院地域では９月ごろから、
東市来地域、日吉地域、吹上地域は １１ 月ごろに開催予定です！

「こころの健康づくり」
啓発用ポロシャツ

教 室 の 様 子

参 加 者 の 声 スッキリ！効果

意見交換会 運動編 栄養編
お互い頑張ろうや！ コツコツ継続す

ることが大切で
すよ！

食生活見直しの
　　　ポイントは…
①�カロリー（表示）
を見る習慣を！
②�お酒の席では、食
べる量も増えが
ちなことを忘れず
に！
③�野菜たっぷりの食
事を！雑穀ご飯も
おすすめ！

体重減第１位 －６.７kg

腹囲減第１位 －１０cm

啓発スタッフが、
毎週水曜日に着用
しているよ！

福祉担当 保健師 保健師と福祉課、
一緒になって支
援します。一人
で悩まず、気掛
かりなことは一
緒に解決してい
きましょう！
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６
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

伊
集
院
地
域

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

松
山　

結ゆ
う
し
ん心　

啓
輔　
　

妙
円
寺
九
区

白
石　

隆
り
ゅ
う
せ
い
惺　

琢
也　
　

瀬
戸
内

寺
田　

真ま
さ
た
か渉　

飛
雄
馬　

天
神
馬
場

德
重
凛り
ん
た
ろ
う

太
郎　

裕
輝　
　

妙
円
寺
七
区

馬
籠　

未み

奈な　

勝
裕　
　

妙
円
寺
九
区

濵
田
い
お
り　

進
一　
　

上
之
馬
場

東　
　

美み

羽う　

省
吾　
　

徳
重
東

中
薗　

錬れ
ん　
　

一
美　
　

麓
東

初
村　

実み

夕ゆ
う　

昭
臣　
　

上
方
限

前
田　

結ゆ

衣い　

和
也　
　

徳
重
東

白
濵　

渚
な
ぎ
さ　
　

直
己　
　

妙
円
寺
九
区

岩
崎　

智ち
あ
き瞭　

智
広　
　

妙
円
寺
九
区

東
市
来
地
域

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

久
德　

柚ゆ
　
の乃　

秀
樹　
　

元
湯

白
坂　

慶け
い

人と　

昌
史　
　

駅
前

外
　

里り

奈な　

健
一　
　

田
之
湯

内
野　

優ゆ
う
い
ち一　

康
一　
　

中
央

宇
都　

有あ
り

咲さ　

浩
志　
　

美
山

永
山
真ま

な

み
奈
美　

博
則　
　

江
口

日
吉
地
域

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

服
部
萌も

も

か
々
香　

友
幸　
　

熊
野

馬
場
理り

お

な
桜
奈　

隆
之　
　

熊
野

櫨
元　

光ひ
か
る琉　

修
一　
　

熊
野

吹
上
地
域

（
出
生
児
）　
　（
保
護
者
）（
自
治
会
）

丸
田　

雅ま
さ

也や　

真
也　
　

下
田
尻

前
野　

晴は
る

紀き　

辰
弥　
　

上
中
之
里

江
田　

隆た
か
ふ
み文　

裕
次　
　

小
牧

�

６
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

伊
集
院
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

岩
下　

健
一　
　

３３　

竹
之
山

岩
永　

眞
澄　
　

８４　

徳
重
東

横
山
ト
シ
子　
　

８３　

天
神
馬
場

杉
山
キ
サ
ヱ　
　

８８　

大
田
下

堀
之
内
ス
ミ
ヱ　

８６　

瀬
戸
内

吉
永　

美
咲　
　

１　

中
川

迫
田
美
代
子　
　

８１　

上
神
殿

宮
路　

正
信　
　

８０　

飯
牟
礼
上

内
藤　

兌
子　
　

８１　

飯
牟
礼
下

東
市
来
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

中
間　

シ
ヅ　
　

７９　

駅
前

德
重　

卓
一　
　

７０　

梅
木

東
峯　

ミ
カ　
　

９８　

下
養
母

古
川　

サ
ヱ　
　

９５　

中
伊
作
田

立
和
名
ケ
サ
ノ　

８９　

高
山

小
屋
敷
ト
ヨ　
　

８２　

南
神
之
川

前
田
ト
ヨ
子　
　

７３　

川
北

永
山　

シ
ゲ　
　

９３　

永
山

平
田　

春
美　
　

８１　

上
伊
作
田

山
之
口
フ
ク　
　

８２　

杉
之
迫

立
和
名
勇
夫　
　

８８　

荻

大
庭　

ト
シ　
　

８５　

皆
田
東

久
木
留
サ
チ　
　

８６　

柿
之
迫

川
畑　

鶴
子　
　

７５　

駅
前

日
吉
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

八
重
倉
則
男　
　

７９　

諏
訪

古
里
主
一
郎　
　

８８　

諏
訪

児
玉
シ
ヅ
子　
　

８９　

帆
之
港

八
重
倉
逸
子　
　

７４　

中
区

上
園　

正
盛　
　

９３　

二
潟

野
上　

フ
ミ　
　

８９　

青
松
園

吹
上
地
域

（
故
人
）　
　
　（
享
年
）（
自
治
会
）

久
保　

フ
ミ　
　

８８　

湯
之
元

宮
後　

笑　
　
　

８８　

苙
岡

川
畑　

金
丸　
　

８１　

永
吉
中
央

池
上　

秀
人　
　

６０　

ふ
も
と

坊
野　

シ
ヅ　
　

８２　

湯
之
元

折
田　

智　
　
　

８０　

小
牧

福
田　

利
男　
　

８４　

坊
野

久
木
﨑
親
文　
　

７６　

永
吉
中
央

德
田
シ
ノ
エ　
　

９２　

小
牧

松
下　

チ
カ　
　

８８　

平
鹿
倉

宮
野
ク
サ
エ　
　

８６　

今
田

内
村　

キ
ミ　
　

９１　

下
中
之
里

※
訂
正
と
お
わ
び

　

広
報
ひ
お
き
６
月
号
の
記
事
中
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。

　

次
の
と
お
り
訂
正
し
て
お
わ
び
し
ま
す
。

�
（
敬
称
略
）

Ｐ
８
平
成
２２
年
度
自
治
会
長
を
紹
介
し
ま
す

　
（
伊
集
院
地
域
）

　

誤　

麦
生
田
下
自
治
会

　
　
　
　
　

↓

　

正  

麦
生
田
自
治
会

Ｐ
１７
戸
籍
の
窓
（
お
く
や
み
）

　
（
東
市
来
地
域
）

　

誤　

豊
辻　

春
男
（
６０
歳
）

　
　
　
　
　

↓

　

正　

豊
辻　

春
男
（
８０
歳
）

　

東
市
来
美
山
に
四
百
年
以
上
前
か

ら
続
く
陶
工
の
血
筋
を
受
け
継
い
で

い
る
十
四
代
沈
壽
官
さ
ん
は
、
先
人

が
築
き
上
げ
て
き
た
伝
統
工
芸
薩
摩

焼
の
発
展
と
伝
統
文
化
伝
承
に
取
り

組
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
平
成
元
年
に

は
、
日
本
初
の
大
韓
民
国
名
誉
総
領

事
と
し
て
任
命
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
平
成
十
年
に
行
わ
れ
た
「
薩

摩
焼
四
百
年
祭
」
で
は
、
鹿
児
島
市

や
美
山
で
開
催
さ
れ
た
日
韓
閣
僚
懇

談
会
成
功
に
尽
力
さ
れ
る
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
日
韓
両
国
の
親
善
友

好
に
努
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
叙
勲
で
「
渡
来
以
来
四
百

余
年
の
、
抱
き
続
け
た
日
韓
両
国
の

親
善
の
悲
願
を
今
後
も
貫
き
、
徹
し

た
い
」
と
決
意
を
新
た
に
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

福
留
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
三
年
に

県
公
立
学
校
教
員
に
採
用
さ
れ
、
白

川
小
学
校
に
着
任
以
来
、
生
徒
の
学

習
意
欲
向
上
や
学
校
教
育
の
充
実
を

図
る
な
ど
三
十
八
年
間
教
育
行
政
に

携
わ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
定
年
退
職
後
は
宮
之
城
町
教

育
長
を
務
め
、
併
せ
て
四
十
六
年
も

の
間
、
教
育
一
筋
に
尽
力
さ
れ
る
な

ど
の
功
労
が
認
め
ら
れ
、
瑞
宝
双
光

章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

旭
日
小
綬
章
を
受
章

瑞
宝
双
光
章
を
受
章

薩
摩
焼
伝
承
と
日
韓
交
流
に
尽
力　

十
四
代
沈
壽
官
さ
ん
（
東
市
来
）

教
育
一
途
に
尽
力
、
福
留　

力
さ
ん
（
伊
集
院
）
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下
しも

園
ぞの

　聖
せい

子
こ

さん〔５６歳〕
吹上町和田（上和田自治会）

●吹上町マレーシア交流実行委員会会長

マ
レ
ー
シ
ア
を
通
し
て
国
際
交
流
の
楽
し
さ
を
伝
え
た
い

　
「
マ
レ
ー
シ
ア
に
携
わ
っ
た
き
っ
か
け
は
、
吹
上
町
で
行
っ
て
い
た
『
か
ら
い
も
交
流
』

で
留
学
生
を
受
け
入
れ
た
こ
と
で
し
た
」
と
話
す
下
園
さ
ん
。
自
身
も
当
時
の
「
人
材
育
成

事
業
」
を
利
用
し
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
経
験
を
持
ち
、
現
地
の
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
た
温
か
さ
に
触
れ
ま
し
た
。「
自
分
が
体
験
し
た
感
動
を
地

域
の
人
や
子
ど
も
た
ち
に
も
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
吹
上
町
マ
レ
ー
シ
ア
交
流
実
行
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
現
在
は
そ
の
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
で
は
、
国
際
交
流
に
対
す
る
取
り
組
み
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
農
産
物

直
売
所
「
ひ
ま
わ
り
館
」
や
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
マ
レ
ー
シ
ア
の
雑
貨
や
お
菓
子
な
ど

を
販
売
。「
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」と
話
し
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　

ま
た
留
学
生
か
ら
は
「
日
本
の
お
母
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
、
身
の
回
り
こ
と
や
日
常
生
活
の

こ
と
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
相
談
を
受
け
ま
す
。
時
に
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
国
際
電
話
で
相
談

を
受
け
る
こ
と
も
。

　

二
年
後
は
、
実
行
委
員
会
を
設
立
し
節
目
の
十
五
年
目
。
記
念
誌
発
行
に
向
け
て
今
か
ら

準
備
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。「
最
初
の
交
流
か
ら
二
十
年
以
上
が
経
過
し
、
こ
れ
か
ら

は
二
世
の
時
代
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
外
国
に
目
を
向
け
て
国
際
感
覚
を

身
に
付
け
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
す
。
ま
た
「
こ
れ
ま
で
や
っ
て
こ
れ
た
の
は
、
家
族
や
地

域
の
方
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
」
と
話
し
、
周
り
へ
の
感
謝
を
忘
れ
ま
せ
ん
。

　

下
園
さ
ん
の
精
力
的
な
活
動
が
、
さ
ら
に
交
流
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

富奥　大
だい

輔
すけ

くん　（１歳２カ月）

父　慎二さん　母　和代さん
（東市来町湯田）

■おかあさんから
　４人きょうだいの末っ子で甘えん坊の
大輔くんです。みんなに愛されて大きく
なってね。

山野　珠
じゅ

李
り

ちゃん（２歳）

　　　李
り

音
おん

ちゃん（１１カ月）

父　隆文さん　母　弥生さん
（吹上町入来浜）

■おかあさんから
　お兄ちゃんとは、ちょっと年が離れて
いるけど、いつまでも３人仲良く笑顔の
絶えないきょうだいでいてね。
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　島津義弘は １５３５ 年に現在の吹上地域にある亀丸城（伊作城
本丸）で生まれ、少年時代を伊集院の一宇治城で過ごしました。
成人してからは各地で戦い、その名を轟かせました。
　義弘は、島津氏の悲願の三州（薩摩・大隅・日向）統一を
果たすため、先頭に立って戦い、１５７７ 年に三州統一を果たし
ます。三州統一の後も九州各地で戦い、勝利を重ねました。
　豊臣秀吉の政権下に入った島津氏は、秀吉の命令で朝鮮出
兵に参戦します。義弘が指揮する島津軍は、多数の敵を打ち
破りその名を高めました。
　義弘の最後の戦いが関ヶ原の合戦（１６００ 年）です。関ヶ原
で義弘が行った敵中突破は、長く語り継がれています。
　義弘は生前、自らの菩提寺を伊集院の妙円寺に決めていま
した。江戸時代に義弘を偲び、「妙円寺詣り」が始まり、現在
まで続いています。妙円寺は、明治２年に廃仏毀釈で一旦廃
寺となり、その跡地に徳重神社が建てられました。妙円寺は
明治14年に徳重神社の近くに再建されました。

『トールペイント』

　
ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
中
学
校

の
数
学
の
先
生
に
な
る
こ
と
で
す
。

　
人
に
教
え
る
こ
と
は
、
と
て
も

大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
ぼ
く
も
算

数
の
時
間
な
ど
に
、
早
く
問
題
が

解
け
る
と
、
友
達
に
教
え
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
教
え
て
も
な
か

な
か
上
手
く
教
え
ら
れ
ず
、
落
ち

込
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
ほ
め

ら
れ
る
と
う
れ
し
く
て
、
も
っ
と

上
手
く
話
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い

と
、
や
る
気
が
出
て
き
ま
す
。

　
ま
た
、
初
め
て
外
の
学
校
の
人

に
道
を
聞
か
れ
た
経
験
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
と
き
は
、
間
違
え
た
ら

ど
う
し
よ
う
な
ど
と
、
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
考
え
、
と
て
も
緊
張
し

ま
し
た
。
な
ん
と
か
教
え
る
こ
と

が
で
き
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。後
日
、

そ
の
子
と
会
っ
た
と
き
「
こ
の
前

は
、
道
を
教
え
て
く
れ
て
、
と
て

も
分
か
り
や
す
か
っ
た
よ
、
あ
り

が
と
う
」
と
言
っ
て
も
ら
え
て
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
、
中
学
、
高
校
、
大

学
と
進
む
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

い
ろ
い
ろ
な
人
と
出
会
い
、
い
ろ

い
ろ
な
経
験
を
積
ん
で
夢
に
向

か
っ
て
努
力
し
て
い
き
た
い
で

す
。

花
田
小
学
校
　
六
年
　
脇
　
芳
和
く
ん

妙
みょう

見
けん

　謙
けん

二
じ
さん（７７歳） 日吉町日置

　「トールペイントの魅力は、何といっ
ても世界に一つだけしかない装飾品を
作れること」と話す妙見さんは、何か
趣味を見つけたいと夫婦で始めて３年
目。月に２回ほど近くの教室へ通って
います。トールペイントは、木材や陶
器、金属など、どんな素材でも描くこ
とができます。「筆使いや、絵の具の水加減など難しいところ
もありますが、自分好みの作品が出来上がることがうれしい」
と笑顔を見せます。また「教室の仲間との交流も楽しい」とも。
今後の目標は、デザインの図案を見なくても作品を作れるよう
になること。「これからも夫婦共通の趣味を楽しみながら続け
ていきたいですね」

60

島津義弘と妙円寺（戦国島津氏⑤）

島津義弘銅像（伊集院駅前）

徳重神社

妙円寺

伊集院高校

日置市役所
本庁

伊集院小学校

ＪＲ伊集院駅

206

37

卍

車で本庁から３分

ぼ
く
の
夢
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麓東自治会
（伊集院地域）

　
伊
集
院
駅
か
ら
南
東
へ
約
二
㌔
、

市
役
所
か
ら
南
へ
約
二
㌔
に
位
置

し
、
伊
集
院
地
区
公
民
館
を
形
成

す
る
自
治
会
の
一
つ
麓
東
自
治
会
。

平
成
二
十
二
年
七
月
一
日
現
在
で

二
百
九
世
帯
四
百
五
十
人
が
暮
ら

し
て
い
ま
す
。

　
商
店
街
や
官
公
署
、
小
、
中
学

校
に
ほ
ど
近
く
、
ど
こ
に
行
く
に

も
便
利
な
地
域
。
ま
た
ア
パ
ー
ト

や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
も
建
築
さ
れ

人
口
・
世
帯
と
も
に
増
加
傾
向
に

あ
り
ま
す

麓ふ
も
と
ひ
が
し東
自
治
会
（
伊
集
院
地
域
）

住
民
一
体
と
な
っ
て
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の
推
進
を
図
る

▲50年前から続く伝統の運動会

▲和気あいあいと開催される花見

▲大勢の方が参加する鬼火たき

中
心
に
地
区
住
民
の
方
に
も
協
力
し

て
も
ら
い
な
が
ら
行
わ
れ
ま
す
。
今

年
も
大
勢
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
や
案
内
、
ま
た
市

の
自
治
会
長
会
の
内
容
な
ど
を

知
ら
せ
る
た
め
に
独
自
の
会
報
を

作
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
会
報
は
毎
月

発
行
し
て
お
り
、
三
十
年
前
か
ら
続

け
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
自
治

会
全
体
で
情
報
の
共
有
化
を
図
る
た

め
に
続
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
治
会
活
動
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
お
う
と
始
め
た
青
壮
年
懇
親

会
は
、
年
三
回
実
施
。
年
代
に
関
係

何
事
に
も
地
域
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
め
る
よ
う
に
、
毎
月
定
例

の
役
員
会
を
開
催
、
運
営
委
員
会
は

九
月
と
三
月
に
全
役
員
と
班
長
や
民

生
委
員
、
保
健
推
進
委
員
な
ど
を
含

め
て
行
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
四
月
に
行
わ
れ
る
運
動
会

は
、今
年
で
五
十
三
回
を
数
え
、

昭
和
三
十
二
年
か
ら
続
く
伝
統
的
な

イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

体
育
部
や
育
成
会
が
中
心
と
な
っ

て
準
備
、そ
の
後
行
わ
れ
る
花
見
は
、

婦
人
部
が
中
心
と
な
っ
て
準
備
を
行

い
ま
す
。

　

十
五
夜
行
事
も
毎
年
行
い
ま
す
。

み
ん
な
で
練
り
上
げ
た
大
縄
を
使
っ

て
綱
引
き
や
相
撲
で
楽
し
み
な
が

ら
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
世
代

間
交
流
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
鬼
火
た
き
も
伝
統
と
し
て
受

け
継
が
れ
て
い
る
行
事
。
準
備
は
、

一
月
三
日
に
青
壮
年
部
や
育
成
会
を

な
く
参
加
で
き
る
た
め
、
回
を
重
ね

る
ご
と
に
参
加
者
も
増
え
て
き
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
よ
り
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
る
よ
う
に
な

り
、
大
勢
の
方
が
積
極
的
に
自
治
会

行
事
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
役
員
だ
け
で
は
、
決
し
て

よ
り
よ
い
運
営
は
で
き
ま
せ
ん
。
人

口
も
増
え
つ
つ
あ
り
、
社
会
の
変
化

に
合
わ
せ
る
運
営
は
な
か
な
か
大
変

で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
話
し
合
い
を

重
ね
な
が
ら
、
地
域
住
民
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
な
活
動
を

心
掛
け
、
住
み
よ
い
地
域
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。

市の人口（住民基本台帳）
総人口　　５１，８２４人 （　１１）
　男　　　２４，２９２人 （　２３）
　女　　　２７，５３２人 （△１２）
世帯数　　２２，５７8　 （　 2）
7月１日現在（　）は前月比

東市来地域　１２，７２９人
伊集院地域　２４，５６４人
日吉地域　　  ５，４７５人
吹上地域　　  ９，０５６人

　 　
市の面積　２５３．０６㎢

「共同生活で自主性をはぐくむ」
　今年も小・中学生たちが親元を離れて
共同生活。悪戦苦闘しながらも炊事や洗
濯などの体験を通して、自主性をはぐく
みました。
「３地域（東市来・伊集院・吹上）で学
寮実施」
Ｐ12関連記事
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▲坂下正行会長


